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資 　料

������を利用した国家試験対策サイトの構築と運用状況

安藤正人�� 　小河孝則�� 　吉本一夫�� 　田中昌昭�� 　井上信次�� 　
川上紀子�� 　小池大介�� 　谷川智宏�� 　米田 　剛��

���技術を応用した ����������は，今日さまざ
まな形で展開されている．しかし，教員と学生が直
接に顔を合わすことのない ����������は，教育手段

として必ずしも完全なものではない．したがって，
教員数の削減のみを目的とするかに見える一部の
����������の試みは，あまり好ましいものではない
だろう．ただ，����������を対面授業と組み合せる
ことによって，新たな可能性が拓けることも事実で
ある．実際，����������には以下の利点がある．
（�）空間・時間的な制約から解放される．
（�）単純な繰り返しによる課題の実施が容易に

なる．

（）教育に利用できる資料を共有財産として組
織的に蓄積できる．

（�）結果の集計・分析が容易に行える．
（�）学習への動機づけの �つとして利用できる．
さて，川崎医療福祉大学では，多くの学科が国家
資格試験と密接に結びついている．こうした学科の
教育には，どうしても反復練習が欠かせない．そこ
で，����������用の汎用フリーソフト������を利
用して，学外からもアクセス可能な ����������シ

ステム����（�������� ���������� �� ���! �"�）を
構築した．������では，今回利用した「小テスト
（#$�%）」以外にも様々な教育プログラムが設定可能
であり，通常の授業の資料配布，授業のフォーラム，
演習・実習授業などにも発展的に活用する予定であ
る．

�．����の構成

����の構成は以下のとおりである．
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�．����の運用

大学において組織的に ����������を実施するた
めには，コンピュータシステムの管理からユーザー
の管理，資料の電子化，ソフトへの登録など，発生

する様々な業務をどの部署で行うかという業務分担
システムも同時に構築しなければならない．川崎医
療福祉大学では以下のような業務分担を行った．
（�）コンピュータシステムの管理（情報システ

ム室）
（�）ユーザー管理（情報システム室）
（）資料の電子化（授業担当学科ないしは授業

担当教員）
（�）/�:�フォーマットへの加工と ������へ

の登録（教育・研究支援センター）
（�）ユーザー対応窓口（教育・研究支援センター）

�．開設したプログラム

����全体としては，平成�
年度秋学期（�	月）よ
り利用を開始した．開設したプログラムは以下の通
りである．なお，（�）と（;）は，����の発展的な利
用である．
（�）医療福祉学科（平成�
年度秋学期より開始）

�� 社会福祉士国家資格試験対策問題集（過
去 �年分）

4� 精神保健福祉士国家資格試験対策問題
集（過去 �年分）

�� 川崎医療福祉大学 　医療福祉学部 　臨床心理学科 　�� 川崎医療福祉大学 　医療福祉学部 　医療福祉学科 　
�� 川崎医療福祉大学 　医療福祉マネジメント学部 　医療福祉デザイン学科 　
�� 川崎医療福祉大学 　医療福祉マネジメント学部 　医療情報学科 　�� 川崎医療福祉大学 　医療技術学部 　感覚矯正学科
（連絡先）安藤正人 　〒������	� 　倉敷市松島�
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��� 安藤正人・小河孝則・吉本一夫・田中昌昭・井上信次・川上紀子・小池大介・谷川智宏・米田 　剛

（�）保健看護学科（平成�
年度秋学期より開始）
�� 保健師国家資格試験対策問題集（市販
問題集，著作権確認済み）

（）感覚矯正学科（平成�
年度秋学期より開始）

�� 視能訓練士国家資格試験対策問題集（過
去 �年分とオリジナル問題）

4� 言語聴覚士国家資格試験対策問題集（過
去 年分）

（�）臨床栄養学科（平成�
年度秋学期より開始）
�� 管理栄養士国家資格試験対策問題集（過
去 年分）

（�）医療秘書学科（平成�	年度春学期より開始）
�� �年生対象「オフィススタディ」の授業

（7）医療情報学科（平成�
年度秋学期より開始）
�� 基本情報技術者国家資格試験対策問題
集（オリジナル問題）

（;）全学に向けての授業資料配布（平成�	年度
秋学期より開始）

�．利用状況

利用を開始して�年が経過したので，ログに基づ
き利用状況を分析した．

�．�．ユーザーの所属別ログイン状況

ユーザー所属別のログイン回数は以下（表 �）の
通りである．全体で�<�;�回，その内学生によるログ
インは�<�
回であった．教職員による管理のため
のログインが全体の��=程度ある．

表 � ユーザーの所属別ログイン状況

�．�．学生の月別ログイン状況

利用頻度の高い医療福祉学科，保健看護学科，感
覚矯正学科，臨床栄養学科，医療秘書学科の学生に
関して，月別のログイン状況を集計した（表 �）．国
家試験対策としての利用を主とする学科（医療秘書

学科以外）については�	月� �月の利用が多く，��

月の利用がピークになる．春学期の授業中に利用し
た医療秘書学科については，当然ながら学期中（ �

月� �月）の利用が多い．

表 � 学生の月別ログイン状況

�．�．学生の曜日別ログイン状況

利用頻度の高い上記 �学科の学生に関して，曜日
別のログイン状況を集計した（表 ）．授業で利用
している医療秘書学科では，授業のある金曜日に利
用が集中している．保健看護学科は，国家資格試験
対策に利用しているが，授業での利用が多いのか，

水曜日に利用が集中している．その他の学科につい
ては，利用曜日は比較的ちらばっている．土曜日・
日曜日にもある程度利用されている．

表 � 学生の曜日別ログイン状況

�．�．学生の時間帯別ログイン状況

利用頻度の高い上記 �学科の学生に関して，時
間帯別のログイン状況を集計した（表 �）．当然な
がら，大学での授業時間帯でのログインが多いが，
放課後から深夜にかけてのログインもかなり多い
（�
=）．����������ならではの結果と考えられる．

表 � 学生の時間帯別ログイン状況

�．	．学生の学年別ログイン状況

利用頻度の高い上記 �学科の学生に関して，学年
別のログイン状況を集計した（表 �）．医療秘書学
科は �年生対象の授業で利用しているため，当然な
がら �年生のログインが多い．その他の学科につい

ては，国家資格試験対策であるため，当然ながら �

年生のログインが多い．今後，様々なプログラムが
開設されることによって，その他の学年の利用も増
加すると考えられる．



������を利用した国家試験対策サイトの構築 ��

表 � 学生の学年別ログイン状況

�．
．ユーザーの学内外ログイン状況

ログインした �&アドレスにより，教職員と学生
に対して，端末が学内であるのか学外であるのかを
集計した（表 7）．教職員の場合には学内からのロ
グインが多いが，学生の場合には学内と学外がほぼ

半々である．やはり，����������としての効果がか
なりあると考えられる．

表 � ユーザーの学内外ログイン状況

�．�．小テストの利用状況

学生は誰でもログインすることができる．ログイ
ンしても様子を見るだけで，実際に課題に取り組む
学生は少ないかもしれない．そこで，実際に国家資
格試験対策問題に取り組んだ件数を集計した（表

;）．医療秘書学科の授業での利用においては，「小
テスト」は使われていない．したがって，医療福祉
学科，保健看護学科，感覚矯正学科，臨床栄養学科
のみの集計となった．全体での小テスト利用件数は
<���件であるが，圧倒的に臨床栄養学科の利用件数
が多い（�<;��件）．おそらく，学生への働きかけの
違いによるものと思われるが，今後利用に当たって
は，十分に検討する必要があるだろう．

表 � 小テストの利用状況

	．まとめ

平成�
年�	月の ����開設以来ほぼ �年を経過し
た時点での利用状況を分析した．学生のログインは
全体で�<�
件，小テストの利用件数は<���件であ
るから，まずまずの結果であると言えよう．大学の
授業時間帯以外での学生ログインが;��=程度あり，
学外からの学生ログインもほぼ�	=であった．した
がって，����������という方式の利点はある程度

活かされたと考えられる．ただ，利用件数が学科に
よってかなり偏っていることからも推測されるよう
に，学生への動機づけの方法によって，学生の行動
はかなり変わると考えられる．����が教育的効果を
上げるためには，システムの構築だけでは不十分で
あり，授業への組み込み方，学生への指導の適切さ
など，利用方法の改善が必要不可欠である．:3の
�つとして����を積極的に活用し，学生の教育に活
かしていただければ幸いである．

本研究は，川崎医療福祉大学・平成��年度医療福祉研究

費の補助を得て行われた．また，実際の作業においては，

川崎医療福祉大学・臨床栄養学科・研究補助員・坂本浩子

氏，同大学・教育研究支援センター・主任・小林弘之氏，

同センター・技術員・園田 　隆氏のご協力をいただいた．

関係された諸氏に，厚く御礼申し上げる．

（平成��年��月��日受理）
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